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機械器具（61）歯科用ハンドピース 

一般医療機器 歯科技工用ガス圧式ハンドピース JMDN コード：70745000 

ラボタービン 300W

【形状、構造及び原理】 

1.形状・構造 

下記の通り 

 
 

2.構成 

コントロールユニット、ハンドピース、フットスイッチ、 

チューブコネクタ 

 

   3.仕様 

  最高回転数・・・320,000 rpm 

    適正空気圧・・・2.5～3.0 bar 

 

4.包装 

   コントロールユニット、ハンドピース、 

フットスイッチ、チューブコネクタ / 箱 

 

【使用目的又は効果】 

本品は歯科技工で用いる歯科技工用バー等の回転器具を接続す

るためのチャックを備えた 1つのハンドピースからなる歯科技工

用器具である。 

 

【使用方法等】 

[使用方法] 

詳細については取扱説明書を参照すること。 

1)ハンドピースチューブ①とハンドピース②を接続する。 

2)コンプレッサのチューブをコントロールユニット側面の接続

部に差し込む。（適合チューブ径：Φ6mm） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

3)フットスイッチ③の青いラベルの付いたチューブを、コントロ

ールユニット背部の“blue label”と表示された接続部に挿入

する。もう一方のチューブを“no label”と表示された接続部

に挿入する。 

4)空気圧調節ノブ④を引いて回し、圧力ゲージ⑤が 2.5～3.0bar

を示すよう調節する。調節が完了したら、ノブを押してロック

する。 

5)注水タンク⑥に水を注ぐ。 

6)FG 用バーを平らな面に押し当て、ハンドピース先端に挿入する。 

7)フットスイッチを踏み、操作を開始する。 

8)注水量を増やす場合は水量調節ノブ⑦を、チップエアー量を増

やす場合は、チップエアー量調節ノブ⑧を反時計回りに回す。 

 

 

 

 

 

9)ハンドルを下図のように回し、バーを取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

      

[使用方法等に関連する使用上の注意] 

・空気圧は 2.5～3.0bar で使用すること。 

・無理な角度や過度な加圧での使用は避けること。 

・ハンドピースを落としたりしないこと。万が一落としてしま

った場合は、必ず使用前に再度、先端が曲がったり、過度の

熱を帯びたりしていないか、テストすること。 

・バーメーカーが指定する許容回転速度を守ること。 

・ハンドピース回転中はハンドルを回さないこと。 

・必ずフットスイッチが停止の状態にあることを確認してから、 

電源を入れること。 

・回転が確実にとまってから、終了すること。 

 

*【使用上の注意】 

1)ハンドピースへは絶対に注油しないこと。 

2)改造や分解は行わないこと。 

3)切削時は防護眼鏡等を使用すること。 

4)使用前に予め回転させ、軸ブレ、振動、異音、発熱等がない 

か点検を行うこと。 

  5)劣化や異常が見られた場合は、使用を中止すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1)水のかからない場所に設置すること。  

2)気圧、温度、湿気、風通し、日光、ほこり、塩分、イオウ分

などを含んだ空気などにより悪影響の生ずるおそれのない場

所に設置すること。 

3)歯科の従事者以外が触れないように、適切に保管・管理する

こと。 

                     

*【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：株式会社歯愛メディカル 

住所：石川県能美市福島町に 152番地 

 

製造業者：Saeyang Co., Ltd. （セーヤン社） 

製造国：大韓民国 
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[コントロールユニット上部] 


